
拝
啓

大
泉

一
貫

先
生

東
京
都
心
で
も
積
雪
が
20
セ
ン
チ
を
超
え
る
と
い
う
冬
場
の
記
録
的
な

大
雪
で
高
騰
し
た
野
菜
価
格
は
、
そ
の
後
の
気
温
上
昇
で
平
年
よ
り
安
く

な
る
な
ど
、
乱
高
下
し
ま
し
た
。
自
然
環
境
に
左
右
さ
れ
る
農
業
経
営
の

難
し
さ
を
実
感
し
つ
つ
、
萎
れ
て
い
た
拙
宅
の
紫
陽
花
は
今
年
も
綺
麗
な

花
を
咲
か
せ
、
生
命
力
に
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
現
状
で
は
赤
字
が
多
い

植
物
工
場
は
、
安
定
供
給
を
求
め
る
市
場
要
求
に
基
づ
き
、
異
業
種
と
の

連
携
な
ど
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
も
増
え
て
い
く
の
で
し
ょ
う
ね
。

さ
て
、
私
は
、
損
害
保
険
会
社
で
あ
る
三
井
住
友
海
上
の
東
京
本
社
に
て
、

少
し
変
わ
っ
た
業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
経
済
産
業
省
、
農
林
水
産
省

な
ど
中
央
省
庁
・
関
連
団
体
や
地
方
自
治
体
の
窓
口
と
な
り
、
日
本
経
済

の
活
性
化
や
地
方
創
生
に
繋
が
る
官
民
連
携
取
組
を
展
開
中
で
す
。
特
に
、

人
手
不
足
の
解
消
、
過
酷
な
作
業
・
重
労
働
か
ら
の
解
放
、
生
産
性
向
上

と
い
う
社
会
的
課
題
解
決
の
「
切
り
札
」
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い

る
ロ
ボ
ッ
ト
分
野
に
注
力
し
て
い
ま
す
。
製
造
業
の
現
場
に
あ
っ
た
ロ

ボ
ッ
ト
は
、
医
療
・
介
護
、
交
通
・
物
流
、
建
設
、
災
害
・
イ
ン
フ
ラ
点

検
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
様
々
な
分
野
で
検
討
さ
れ
、
先
進
的
企
業
で
の
導

入
が
始
ま
り
ま
し
た
。
セ
ン
サ
ー
・
モ
ー
タ
ー
・
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
ロ

ボ
ッ
ト
部
品
や
要
素
技
術
の
向
上
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
の
搭
載
、
通
信

環
境
の
改
善
（
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
）
が
進
む
こ
と
で
、
実
用
化
に
近
づ
い
て
き
ま

し
た
。
幼
少
期
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
「
デ
ジ
タ
ル

ネ
イ
テ
ィ
ブ
世
代
」
は
も
ち
ろ
ん
、
中
高
年
層
で
も
ス
マ
ホ
を
自
在
に
操

る
現
在
、
人
と
ロ
ボ
ッ
ト
が
共
存
す
る
社
会
は
目
前
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

農
業
ロ
ボ
ッ
ト
を
う
ま
く

活
用
す
れ
ば
、
女
性
・
高
齢

者
・
障
が
い
者
の
方
々
で
も
、

大
変
な
作
業
が
楽
に
な
り
、

活
躍
の
機
会
が
増
え
る
こ
と

で
し
ょ
う
ね
。
日
本
は
「
産

業
用
ロ
ボ
ッ
ト
で
は
世
界
一
」

「
優
れ
た
モ
ノ
づ
く
り
・
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
の
企
業
が
多

い
た
め
、
実
現
の
可
能
性
は

高
い
と
思
い
ま
す
。

産
業
界
で
活
躍
し
て
い
る

ロ
ボ
ッ
ト
が
農
業
界
で
も
活

躍
し
て
い
る
事
例
に
、
農
薬

散
布
な
ど
を
行
う
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
は
、

空
撮
や
建
設
業
界
に
お
け
る
点
検
な
ど
で
実
用
化
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

農
業
界
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
数
年
前
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
あ
っ
と
い
う
間

に
生
産
者
の
間
に
広
ま
り
ま
し
た
。
「
今
で
は
ド
ロ
ー
ン
な
し
の
農
作
業

は
考
え
ら
れ
な
い
」
「
若
い
方
々
が
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
に
可
能
性
・
魅
力
を

感
じ
て
い
る
」
と
い
う
生
産
者
の
声
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

一
方
で
、
定
型
化
さ
れ
た
業
務
を
代
替
す
る
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
と
異
な
り
、

農
業
界
で
は
、
扱
う
農
作
物
、
栽
培
方
法
、
作
業
環
境
が
バ
ラ
バ
ラ
で
あ

り
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
普
及
に
は
課
題
が
多
い
の
が
実
態
で
す
。
農
業
界
で
の

ロ
ボ
ッ
ト
提
供
を
目
指
す
産
業
界
で
は
、
生
産
者
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
の
把

握
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
逆
に
、
農
業
界
も
産
業
界
が
扱
う
ロ
ボ
ッ
ト
へ

の
関
心
は
あ
る
も
の
の
、
相
談
す
る
に
は
「
敷
居
が
高
い
」
状
態
で
す
。

そ
こ
で
、
２
０
１
７
年
10
月
、
Ｊ‐

Ｐ
Ａ
Ｏ
の
「
異
業
種
メ
ン
バ
ー
が

力
を
合
わ
せ
て
農
業
界
を
支
援
す
る
ス
キ
ー
ム
」
を
ヒ
ン
ト
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
機
構
（
ロ
ビ
ジ
ー
）
を
立
ち
上
げ
、
私
は

副
理
事
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
Ｊ‐

Ｐ
Ａ
Ｏ
お
よ
び
Ｊ‐

Ｐ
Ａ
Ｏ
会
員
企

業
も
何
社
か
入
会
し
て
い
ま
す
。
「
ス
マ
ー
ト
農
業
（
ロ
ボ
ッ
ト
×
Ａ
Ｉ

×
Ｉ
ｏ
Ｔ
）
」
に
よ
る
生
産
性
向
上
の
実
現
に
向
け
て
「
農
業
界
と
産
業

界
の
架
け
橋
」
の
役
割
を
果
た
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
は
日
本
で
本
格
的
に
普
及
す
る
も
の
で

し
ょ
う
か
？

大
泉
先
生
の
ご
見
解
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

敬
具

平
成
30
年
６
月
吉
日

１
９
９
２
年

名
古
屋
大
学
法
学
部
法
律
学
科
卒
業
。

同
年
４
月
、
三
井
海
上
（
現
三
井
住
友
海
上
）
に
入

社
し
、
名
古
屋
で
４
年
間
営
業
に
従
事
。
１
９
９
６

年
よ
り
本
社
で
自
動
車
保
険
の
販
売
戦
略
、
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
開
発
等
を
担
当
。
２
０
１
１
年
よ
り
経
済

産
業
省
・
農
林
水
産
省
な
ど
の
中
央
省
庁
・
関
連
団

体
や
地
方
自
治
体
の
窓
口
と
な
り
、
官
民
連
携
取
組

を
展
開
中
。
特
に
ロ
ボ
ッ
ト
分
野
に
注
力
し
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
機
構
（
ロ
ビ

ジ
ー
）
の
副
理
事
長
を
兼
務
。
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拝
啓

北
河

博
康

様

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス

支
援
機
構
を
立
ち
上
げ
ら
れ
、
人
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
共
存
す
る
社
会
に
貢
献

し
よ
う
と
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
、
よ
く
伝
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま

た
ロ
ボ
ッ
ト
と
農
業
の
相
性
に
つ
い
て
、
可
能
性
を
信
じ
つ
つ
も
苦
労
さ

れ
て
い
る
様
子
も
目
に
浮
か
び
ま
す
。

期
待
値
か
ら
言
え
ば
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
効
果
は
絶
大
で
、
農
業
が
自
動
化

さ
れ
れ
ば
、
確
か
に
こ
れ
ま
で
の
農
業
と
は
全
く
違
っ
た
も
の
に
な
る
可

能
性
は
高
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
ご
質
問
の
ス
マ
ー
ト
農
業
も
着
々
と
進

展
す
る
の
で
し
ょ
う
。
で
す
が
、
こ
う
し
た
農
業
を
実
現
す
る
に
は
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
多
す
ぎ
る
の
で
は
と
、
私
も
少
々
怖
気
づ

い
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
農
業
機
械
化
の
進
展
を
少
し
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

農
業
の
機
械
化
や
自
動
化
に
は
、
時
間
と
空
間
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
時
間
の
制
限
と
は
、
季
節
性
に
よ
る
作
業
の
順
送
り
性
で
す
。
農

作
業
は
、
植
物
の
生
育
に
依
存
す
る
た
め
、
収
穫
と
移
植
（
田
植
え
）
を

同
時
に
行
う
こ
と
は
難
し
く
な
り
ま
す
。
作
業
に
繁
閑
が
生
じ
、
稼
働
時

間
が
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
す
べ
て
の
作
業
は
そ
の

前
の
作
業
と
異
な
っ
た
種
類
の
も
の
と
な
る
た
め
、
農
業
で
は
、
単
機
能

の
機
械
し
か
開
発
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
刈
り
取
り
機
で
田
植
え
は
で
き

ま
せ
ん
し
、
防
除
機
で
草
取
り
は
で
き
ま
せ
ん
。
結
局
そ
の
時
期
に
し
か

使
わ
な
い
、
そ
の
作
業
に
あ
っ
た
単
能
機
の
開
発
が
こ
れ
ま
で
の
機
械
開

発
で
し
た
。

次
に
、
空
間
の
制
限
と
は
、
作
業
場
所
が
あ
ち
こ
ち
に
分
散
し
て
い
る

た
め
、
機
械
が
圃
場
に
出
向
く
に
は
、
移
動
が
伴
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
不

確
定
要
素
が
多
く
あ
り
す
ぎ
ま
す
。
圃
場
が
広
く
て
も
０
．
３
ヘ
ク
タ
ー

ル
程
度
と
機
械
が
動
く
に
は
狭
く
、
作
業
効
率
が
低
く
な
ら
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
移
動
を
す
る
に
は
、
農
道
を
走
る
だ
け
で
な
く
、
公
道
も
超
え
、

さ
ら
に
は
狭
い
畦
畔
を
分
け
入
っ
て
目
的
地
へ
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

公
道
を
横
切
っ
た
り
走
っ
た
り
と
な
れ
ば
、
お
そ
ら
く
乗
用
車
の
自
動
運

転
以
上
の
技
術
や
交
通
規
則
と
の
調
整
が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
ま
で
同
様
、
人
間
が
圃
場
へ
運
ぶ
方
が
簡
単
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
す
べ
て
を
乗
り
越
え
た
の
が
、
植
物
工
場
や
施
設
園
芸
で
す
。

こ
こ
で
は
時
間
制
約
を
で
き
る
だ
け
フ
リ
ー
に
近
づ
け
る
た
め
、
年
に
1

作
で
は
な
く
、
何
作
も
作
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
と
収
穫
と
種
ま
き
を
同

時
に
行
え
ま
す
。
ま
た
収
穫
の
期
間
を
長
く
と
る
な
ど
し
て
繁
閑
を
で
き

る
だ
け
な
く
す
よ
う
な
努
力
も
し
て
い
ま
す
。

ま
た
空
間
制
約
を
フ
リ
ー
に
す
る
た
め
、
工
場
の
よ
う
な
施
設
を
作
り
、

機
械
の
移
動
を
工
場
内
に
限
定
し
て
い
ま
す
。
自
動
制
御
が
可
能
と
な
り
、

ロ
ボ
ッ
ト
の
活
躍
基
盤
を
作
っ
て
い
ま
す
。
監
視
カ
メ
ラ
に
よ
る
病
害
虫

の
発
見
や
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
の
農
薬
散
布
な
ど
、
新
技
術
の
発
明
に
は

事
欠
き
ま
せ
ん
。

さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
で
す
が
、
そ
の
施
設
園
芸
で

さ
え
苦
労
し
て
い
る
の
が
収
穫
作
業
で
す
。
こ
れ
は
露
地
で
も
同
様
で
す

が
、
収
穫
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
す
る
の
は
最
も
農
家
に
喜
ば
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
化
を
、
施
設
園
芸
だ
け
で
な
く
農
業
全
体
で
考
え
る
の
で
あ

れ
ば
、
露
地
栽
培
、
特
に
稲
作
の
全
て
の
作
業
で
、
た
と
え
単
能
機
で
あ

っ
て
も
自
動
化
を
考
え
、
実
装
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

現
在
デ
ー
タ
に
基
づ
く
Ｍ
２
Ｍ
（
マ
シ
ー
ン
・
ツ
ー
・
マ
シ
ー
ン
）
が

で
き
る
作
業
と
で
き
な
い
作
業
と
が
ま
じ
り
あ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
さ
し

あ
た
っ
て
全
部
の
作
業
で
自
動
機
械
化
を
完
成
さ
せ
て
み
て
、
そ
の
次
に

全
工
程
を
見
な
が
ら
最
適
化
を
し
て
い
く
と
い
う
の
は
い
か
が
な
も
の
で

し
ょ
う
か
？

思
い
つ
く
ま
ま
に
書
い
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
次
回
は
ご
質
問
の
ス
マ

ー
ト
農
業
に
つ
い
て
も
っ
と
掘
り
下
げ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

敬
具

平
成
30
年
６
月
吉
日

大
泉

一
貫
（
お
お
い
ず
み

か
ず
ぬ
き
）

１
９
４
９
年

宮
城
県
生
ま
れ

農
学
博
士

宮
城
大
学
名
誉
教
授

専
門
は
農
業
経
営
学

日
本
プ
ロ
農
業
支
援
機
構
理
事

日
本
地
域
政
策
学
会
名
誉
会
長

「
世
界
の
知
を
復
興
へ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
代
表

政
府
の
各
種
会
議
に
参
画
す
る
ほ
か
、
農
業

経
営
の
成
長
を
目
指
す
農
業
改
革
、
地
域
政

策
な
ど
へ
の
提
言
活
動
に
取
り
組
む
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拝
啓

大
泉

一
貫

先
生

前
回
の
往
復
書
簡
で
い
っ
か
ん
先
生
が
示
唆
さ
れ
た
、
農
業
の
機
械
化
・

自
動
化
の
課
題
や
ス
マ
ー
ト
農
業
の
方
向
性
を
何
度
も
反
芻
し
ま
し
た
。

貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

先
ず
「
全
部
の
作
業
で
自
動
機
械
化
を
完
成
さ
せ
て
み
て
、
そ
の
次
に
全

行
程
を
見
な
が
ら
最
適
化
を
行
っ
て
は
い
か
が
か
？
」
と
い
う
点
に
つ
い

て
で
す
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
機
構
（
ロ
ビ
ジ
ー
）

で
は
、
「
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
（
主
な
業
務
の
流
れ
）
全
体
を
把
握
し
た

上
で
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
の
検
討
」
を
提
言
し
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
ロ
ビ

ジ
ー
が
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
・
実
装
す
る
訳
で
は
な
く
、
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー

カ
ー
等
に
、
ユ
ー
ザ
ー
の
作
業
工
程
・
ニ
ー
ズ
等
の
分
析
・
把
握
方
法
や

進
め
方
を
、
指
導
・
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
の
が
主
な
役
割
と
な
り
ま
す
。
個

人
的
に
は
、
稲
作
の
作
業
は
、
こ
れ
ま
で
大
手
メ
ー
カ
ー
が
膨
大
な
時
間

と
金
を
掛
け
て
機
械
化
の
検
討
や
開
発
を
重
ね
て
き
た
経
緯
を
考
慮
す
る

と
、
ロ
ビ
ジ
ー
が
対
応
す
る
の
は
難
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
に
「
収
穫
ロ
ボ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
で
す
。
ご
指
摘
の
通
り
、
多
く
の
生

産
者
か
ら
開
発
の
ニ
ー
ズ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ロ
ビ
ジ
ー
の
関
係
者

は
、
ト
マ
ト
や
イ
チ
ゴ
な
ど
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
大
き
い
作
物
は
も
ち
ろ
ん
、

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど
の
軟
弱
野
菜
、
梨
な
ど
の
果
樹
、
花
を
包
ん
で
い
る

箇
所
に
鋭
く
硬
い
ト
ゲ
が
あ
る
ベ
ニ
バ
ナ
（
紅
花
）
、
人
が
過
酷
な
態
勢

で
（
腰
を
曲
げ
て
）
収
穫
し
続
け
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
、
様
々
な
作
物

に
対
応
し
た
収
穫
ロ
ボ
ッ
ト
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
実
用
化

に
至
ら
な
か
っ
た
収
穫

ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
っ
て
も
、

昨
今
の
セ
ン
サ
ー
・
モ

ー
タ
ー
・
バ
ッ
テ
リ
ー

な
ど
ロ
ボ
ッ
ト
の
要
素

技
術
の
著
し
い
改
善
、

人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
の

搭
載
、
通
信
環
境
の
大

幅
な
改
善
に
よ
り
、
実

用
化
は
目
前
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

ト
マ
ト
は
、
並
び
に
規

則
性
が
あ
る
（
並
び
の

き
れ
い
な
）
品
種
に
変
更
す
る
、
ハ
ウ
ス
や
植
物
工
場
を
ロ
ボ
ッ
ト
が
走

行
、
充
電
し
や
す
い
設
計
に
す
る
な
ど
、
周
辺
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、

ロ
ボ
ッ
ト
の
機
能
が
発
揮
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

収
穫
ロ
ボ
ッ
ト
の
他
に
も
、
防
除
（
農
薬
散
布
・
草
刈
）
、
重
量
物
の
運

搬
、
選
果
・
選
別
・
点
検
な
ど
、
様
々
な
作
業
を
支
援
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
が

開
発
中
で
、
そ
の
多
く
は
実
証
実
験
の
段
階
で
す
。
２
０
２
０
年
頃
に
は
、

面
白
い
農
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
が
登
場
し
始
め
る
と
思
い
ま
す
。

ロ
ビ
ジ
ー
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
（
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
）
等
の
技
術
を
活
用
し
た

ス
マ
ー
ト
農
業
に
よ
り
、
海
外
か
ら
大
半
を
輸
入
し
て
い
る
作
物
の
国
産

化
に
挑
戦
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
赤
唐
辛
子
は
、
昔
は
日

本
で
盛
ん
に
生
産
さ
れ
て
い
た
模
様
で
す
が
、
手
間
暇
が
か
か
る
こ
と
が

敬
遠
さ
れ
、
現
在
、
国
内
産
は
数
％
の
シ
ェ
ア
（
多
く
は
中
国
か
ら
輸

入
）
と
の
こ
と
で
す
。
特
に
、
天
日
干
し
し
て
乾
燥
さ
せ
た
赤
唐
辛
子
を

「
赤
い
か
、
黒
ず
ん
で
い
る
か
」
と
、
一
つ
一
つ
手
で
選
別
す
る
の
は

「
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
作
業
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
「
Ａ
Ｉ
を
搭
載

し
た
選
別
機
」
を
開
発
・
活
用
す
れ
ば
、
こ
の
作
業
負
担
が
大
幅
に
軽
減

で
き
ま
す
。
チ
リ
・
米
国
等
か
ら
輸
入
し
て
い
る
「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
」
は
、

収
穫
作
業
は
重
労
働
で
す
が
、
成
熟
し
た
実
は
ポ
ロ
っ
と
落
ち
る
の
で
、

「
収
穫
ロ
ボ
ッ
ト
」
で
木
を
激
し
く
揺
す
り
、
バ
ラ
バ
ラ
と
実
を
落
と
し

て
一
気
に
回
収
す
る
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
農
業
に
よ
り
、

生
産
性
を
高
め
、
安
心
・
安
全
な
国
内
産
の
作
物
を
普
及
さ
せ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
モ
デ
ル
が
成
功
す
る
か
、
い
っ
か
ん
先
生
の

ご
意
見
を
伺
え
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

敬
具

平
成
30
年
７
月
吉
日
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自動収穫ロボットに適した「並びに規則性のあるトマト」

豊橋市の次世代園芸施設にて撮影
©2017 Hiroyasu Kitagawa

北
河

博
康
（
き
た
が
わ

ひ
ろ
や
す
）

１
９
９
２
年

名
古
屋
大
学
法
学
部
法
律
学
科
卒
業
。

同
年
４
月
、
三
井
海
上
（
現
三
井
住
友
海
上
）
に
入
社
し
、

名
古
屋
で
４
年
間
営
業
に
従
事
。
１
９
９
６
年
よ
り
本
社

で
自
動
車
保
険
の
販
売
戦
略
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
開
発
等

を
担
当
。
２
０
１
１
年
よ
り
経
済
産
業
省
・
農
林
水
産
省

な
ど
の
中
央
省
庁
・
関
連
団
体
や
地
方
自
治
体
の
窓
口
と

な
り
、
官
民
連
携
取
組
を
展
開
中
。
特
に
ロ
ボ
ッ
ト
分
野

に
注
力
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
機
構

（
ロ
ビ
ジ
ー
）
の
副
理
事
長
を
兼
務
。

三井住友海上火災保険株式会社北河博康様の後半は、「農業用ロボット等を活用したスマート農業」の構築に関する書簡です。

トマト自動収穫ロボットの前で撮影



拝
復

北
河

博
康

様

ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
の
推
進
に
関
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
支
援

さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
と
い
い
ま
す
と
、

人
手
不
足
対
応
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
が
、
北
河
さ
ん
の
書
簡

か
ら
は
、
夢
の
あ
る
新
し
い
農
業
が
や
れ
そ
う
な
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
に
農
業
も
加
え
て
い
た
だ
き
感
謝
に
た
え
ま

せ
ん
。

農
業
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
に
は
、
前
回
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
な
自
然
条
件

に
か
か
わ
る
制
約
だ
け
で
な
く
、
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
市
場
が
狭
隘
な
た
め
、
な
か
な
か
開
発
メ
ー
カ
ー
が
振

り
向
い
て
く
れ
な
い
と
か
、
農
家
は
き
つ
い
作
業
か
ら
解
放
さ
れ
た
い
と

い
う
気
持
ち
は
持
っ
て
い
て
も
、
コ
ス
ト
と
の
見
合
い
で
ロ
ボ
ッ
ト
化
に

メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
る
農
家
が
少
な
い
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

実
は
、
農
業
で
の
技
術
開
発
は
１
９
９
０
年
か
ら
約
30
年
間
停
滞
し
て

い
ま
し
た
。
生
産
調
整
な
ど
、
後
ろ
向
き
の
気
風
が
蔓
延
し
て
い
た
の
が

大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ロ
ビ
ジ
ー
が
開
発
メ
ー
カ
ー
と
の
間
に
入
り
、
収
穫
作
業
の
ロ
ボ
ッ
ト

化
や
輸
入
作
物
を
国
産
に
切
り
替
え
る
よ
う
な
挑
戦
を
さ
れ
て
い
る
の
は
、

新
た
な
農
業
を
作
る
の
に
本
当
に
大
切
な
こ
と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
お

か
げ
様
で
、
動
き
の
鈍
い
農
業
界
に
も
、
こ
の
と
こ
ろ
ス
マ
ー
ト
農
業
な

ど
、
新
た
な
農
業
技
術
開
発
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

農
業
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
化
の
取
り
組
み
が
成
功
す
る
か
、
と
の
お
た
ず
ね

で
す
。
お
話
か
ら
す
る
限
り
、
充
分
に
社
会
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
お
り
、

是
非
成
功
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
際
に
考
え
て
お
き
た
い
こ
と
を
、
抽
象
的
に
な
り
ま
す
が
、
ひ
と

つ
ふ
た
つ
書
き
加
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
く
ま
で
一
般
論
で
す
が
、
ロ
ボ
テ
ッ
ク
ス
や
ス
マ
ー
ト
農
業
が
成
功

す
る
に
は
、
ど
う
し
て
も
社
会
状
況
と
の
整
合
性
が
大
切
で
す
。
大
き
く

は
、
小
さ
い
農
業
市
場
で
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４･

０
（Society

）

の
未
来
社
会
を
見
据
え
ら
れ
る
か
と
い
っ
た
こ
と
で
す
が
、
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
４･

０
と
い
っ
て
も
な
か
な
か
抽
象
的
で
把
握
し
づ
ら
い
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。
当
面
は
技
術
開
発
が
「
経
営
を
ど
の
よ
う
に
革
新
で
き
る
か
」

を
基
準
に
し
て
は
ど
う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
経
営
革
新
は
、
経
営
の
生

産
性
や
収
益
性
を
向
上
さ
せ
、
競
争
優
位
を
達
成
す
る
こ
と
と
考
え
て
い

た
だ
け
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
で
き
れ
ば
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が

で
き
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

技
術
開
発
が
経
営
を
革
新
す
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
も
多
々
あ
り
ま
し
た

が
、
気
に
な
る
の
は
、
技
術
開
発
だ
け
で
経
営
革
新
が
も
た
ら
さ
れ
る
の

は
最
近
あ
ま
り
聞
か
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
代
わ
っ
て
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
あ
り
よ
う
が
経
営
革
新
に
影
響
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

人
力
に
代
わ
っ
て
ロ
ボ
ッ
ト
が
活
躍
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
確
か
に

大
切
な
こ
と
で
す
。
開
発
者
は
そ
れ
に
一
生
懸
命
に
な
る
の
は
当
然
と
思

い
ま
す
が
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
経
営
や
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
受
け
入
れ
ら
れ
定
着
す
る
に
は
、
経
営
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

技
術
開
発
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
判
断
に
は
、
業
界
事
情
や

マ
ー
ケ
ッ
ト
状
況
な
ど
経
営
を
取
り
巻
く
社
会
的
状
況
と
日
常
的
に
付
き

合
い
、
そ
の
動
向
を
緊
張
感
を
も
っ
て
観
察
し
つ
づ
け
る
こ
と
が
肝
要
で

す
。そ

の
点
、
ロ
ビ
ジ
ー
は
、
そ
う
し
た
社
会
と
の
折
り
合
い
を
つ
け
な
が

ら
開
発
を
進
め
る
団
体
と
お
見
受
け
し
ま
す
。
成
功
へ
の
期
待
は
大
き
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
今
後
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

拝
具

平
成
30
年
７
月
吉
日

大
泉

一
貫
（
お
お
い
ず
み

か
ず
ぬ
き
）

１
９
４
９
年

宮
城
県
生
ま
れ

農
学
博
士

宮
城
大
学
名
誉
教
授

専
門
は
農
業
経
営
学

日
本
プ
ロ
農
業
支
援
機
構
理
事

日
本
地
域
政
策
学
会
名
誉
会
長

「
世
界
の
知
を
復
興
へ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
代
表

政
府
の
各
種
会
議
に
参
画
す
る
ほ
か
、
農
業

経
営
の
成
長
を
目
指
す
農
業
改
革
、
地
域
政

策
な
ど
へ
の
提
言
活
動
に
取
り
組
む
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